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の中に積極的にとり込み，それがもっ美的性質を自

らの養分として吸収するようになるのは，フランス

に移ってからのことであった。パリに出たゴッホは，

印象派，新印象派，そして浮世絵版画から大きな影

響を受ける。浮世絵から彼は，伝統的な肉付法にと

らわれず，色彩を明るくし，単一の色彩を広範に使

うことを学ぶが，こうした浮世絵の美学を自らの芸

術の中に消化していく過程を示すものとして最も重

要なのが， ((ジャポネズリー》と題された 3点の模

写である。かなり忠実に模写されてはいるが，いず

れももとの作品にはない要素を加えており，そのた

め色彩はより一層明るし感情をわきたたせるもの

となっている。こうした模写を通して，ゴッホは構

図の大胆さとともに色彩のもつ装飾的可能性，さら

に単一の色彩を広範に用いることによる表現力の増

大を学んだにちがし、ない。やがてゴッホはより日本

に近づこうと明るい光と強烈な色彩を求めて南仏ア

ルルに移り住む。彼はアルノレからの手紙で， しきり

に自分の絵を日本の版画になぞらえている。ゴッホ

はこの地で自らのスタイルを完全に確立した。浮世

絵はゴッホに，画面を単純化し，単一の色彩の広範

な使用を教えたが，彼はゴーガンのように平坦な色

面によって画面を構成することに関心はなかった。

ゴッホのあのうねるような筆致が彼の絵の表現主義

の重要なー要素になっているのだが，これとて浮世

絵版画と無縁というわけではない。同様の筆致ゃ，

デッサンにみられる斑点やコンマ状の筆致を，例え

ば北斎の絵本《冨獄百景》の中に求めることも可能

なのである。 (T.O.)

51. 

日本趣味:梅の花(広重写し) 1887 

油彩・画布 55x46cm 
アムステルダム，国立フィンセント・ファン・ゴッホ美術

館蔵

Japonaiserie: The Flowering Plumtree 

(after Hiroshige) 1887 

Oil on canvas 55 x 46 cm 
Amsterdam， Rijksmuseum Vincent van Gogh 

Prov: Mrs. J. van Gogh Bonger， Amsterdam; Mr. V. 
W. van Gogh， Laren 
Bibl: J. B. de la Faille， The Works 0/ Vincent van 
Gogh: His Paintings and Drawings， Amsterdam， 1970， 
F 371 

ゴッホはノfリ時代に 3点の「ジャポネズリー(日本

趣味)Jを描いている。「パリ・イリュストレ」誌

1886年 5月号の表紙による《花魁(英泉写し)))と，

広重の「名所江戸百景」中の《大橋あたけの夕立》

と《亀戸梅屋舗》を模写したものである。ゴッホは

430点を越える浮世絵版画を所有していた。広重が

47枚，国芳が55枚，国貞が 165枚などで，春信や歌

麿や北斎等は含まれていない。広重の「名所江戸百

景」は12枚を数え，油絵で模写した《亀戸梅屋舗》

と《大橋あたけの夕立》も彼の所有であった。また

rパリ・イリュストレ』誌の該当号も含まれている。

興味深いことに， Iiパリ・イリュストレ』誌の表紙

と《亀戸梅屋舗Dをトレースしたものが残されてお

り，そのいずれにも，より大きなキャンヴァスに移

すための方眼状の線がヲ|かれている。

《梅屋舗》の模写は原作に比べてはるかに激しい色

調で描かれている。ゴッホはとりわけ前面に大きく

描かれた木の表現に心ひかれたにちがいない。《梅

屋舗》は前景のモチーフを極端に大きくとらえ，背

景との対比を強調した末期浮世絵の典型的構図であ

る。ゴッホはもはやヨーロッパ的構図の中に日本の

モチーフを挿入するのではなく，日本的構図の原理

や基本的性格を，この模写を通して理解しようとし

たにちがいない。その成果は，例えばビュールレ・

コレクションの《種蒔く人》にみられよう。 (T.O.)

52 

海景 1888 

油彩・画布 51 x64cm 
アムステスダム，国立フィンセント・ファン・ゴッホ美術

館蔵

Seascape 1888 

Oil on canvas 51 x 64 cm 
Signed， lower left: Vincent 
Amsterdam， Rijksmuseum Vincent van Gogh 

Prov: Mrs. J. van Gogh-Bonger， Amsterdam; Mr. V. 
W. van Gogh， Laren 
Bibl: J. B. de la Faille， The Works 0/ Vincent van Gogh: 
His Paintings and Drawings， Amsterdam， 1970， F 415 

アンリ・ド・トウールーズ=ロートレック

1864-1901 
Henri de Toulouse-Lautrec 

ロートレックの日本への興味は，アメリカの画家ハ

ンフリー・ムーアにすばらしい日本の骨董を見せて

もらったと書いている1882年4月17日付の父親宛の

手紙に，まず確認される。そして翌83年にジョノレジ

ュ・プティ画廊で聞かれた日本美術展以降，彼の収

集も本格化する。彼が絵の指導を受けたコルモンの

アトリエは，アンクタン，エミール・ベルナール，

ゴッホらとの出会いの場でもあり，日本は彼らの関

心の的だった。彼はゴッホの部屋で浮世絵を見たり，

その隣に住む画商ポルティエから，北斎，広重，歌

麿，豊国，清長，春信を買っている。友人モーリス
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ジョアンがテオドール・ゴッホの死後，グーピル商

会モンマルトル支庄のマネージャーになって以来，

ロートレックはここに足繁く通い，テオドール・デ

ュレが委託していた浮世絵に見入っていた。

リトグラフという手法は彼に浮世絵版画の味と墨絵

の筆致を同時に表現する媒体を与えたばかりか，彼

をポスター，商業美術の世界へと導いた。そのグラ

フィックな性格は彼の移り気な即興的気質を画像に

定着する上でもまたとないものであり，こうして彼

は日本絵画の教えを最大限に利用して，あの独特な

風俗描写を自らのスタイノレとして確立するに至っ

た。 (S.1.)

Abbreviation: 
(Bibliography) 
Adriani and Wittrock=G. Adriani， Toulouse-Lautrec， 

Das gesamte graphische Wel九 Cologne，1976 (the 
catalogue is compiled with the assistance of W. 
Wittrock). 

53. 

靴下をはく女 c.1894 

油彩・カルトン 58 x46 cm 
パリ，印象派美術館蔵

Femme tirant son bas c. 1894 

Oil on cardboard 58 x 46 cm 
Signed with monogram， lower right 
Prov: Donation Berthellemy， 1943 
Paris， Musee du Louvre， Galerie du Jeu de Paume 

「娼家の女」とも題す。習作に比べると，視点がや

や見おろす角度に高められていて靴下をはく女はよ

けいすづまりに見える。左手の女は習作にはなく，

後で構成上つけ加えられたと思われる。この女の背

面が画面の左縁で切断されているのは浮世絵の構図

から汲みとったもので， ドガ，マネらも試みている。

広重は，この構図を「名所江戸百景」で意図的に試

みたわけだが，人物画の場合，三枚つづきなり二枚

つづきなりの浮世絵が分売四散したために偶然発生

した， I切断」効果がパリの画家によって利用され

たとも考え得る。濃く太いまま残されたドーミエば

りの輪郭と，平板で，肉付けも明暗も欠く彩色にも，

日本絵画の手法摂取の跡がみられる。 (S.I.)

54. 

“レスタンプ・オリジナル"表紙 1895 

カラー・リトグラフ 58.5 x 82.7 cm 
東京，ブリヂストン美術館

Couverture de I'Estampe Originale 1895 

Color lithograph 58.5 x 82.7 cm 
Tokyo， Bridgestone Museum of Art 

Bibl: Delteil， no. 127; Adriani and Wittrock， no. 107， 

165 

3rd state 

「レスタンプ・オリジナル」は1893年 3月から 1895

年に亘ってアンドレ・マルティが発刊したオリジナ

ノレのエッチング，木版， リトグラフの為の季刊誌。

本作品はその表紙の為に制作された。ジャヌ・アヴ

リルが，アンクールの庄の印刷職親方の通称「コテ

ル親爺」の刷った試し刷りを眺めている。オリー

プ，ベージュ，ピンクそして黄色の調和ある配色は，

18世紀後半の浮世絵のそれを思わせる。事実，この

時期の石版彩色ポスターの流行にとって，浮世絵多

色刷版画は与って大きな力があった。毛筆の筆致を

表わした描線，ジャヌのおしろいを塗った様な三分

の四正面の顔，明暗法を用いぬ平板な衣服の表現，

前景の人物を右手に著しく寄せた構図，文字を図柄

と区別せずに書き込む手法は浮世絵から学ばれてい

るが，浮世絵風の高視点と斜めの線は，この印刷機

の表現で、は二点消失の遠近法とない混ぜになり，一

種独特の空間表現となっている。 (S.1.)

55. 

マルセル・ランデール嬢(胸像) 1895 

カラー・リトグラフ 32.5 x 24.6 cm 
チューリヒ，クンストハウス

M lIe M arcel Lender， en buste 1895 

Color lithograph 32.5 x 24.6 cm 
Zurich， Kunsthaus 

Bibl: Delteil， no. 102; Adriani and Wittrock， no. 118 

批評家ユリウス・マイヤー・グレーフェの注文で制

作され， Iiパン」誌1895年第一巻第三号に掲載され

るが，デカダンだと批判され，グレーフェはこれが

もとで職を失うこととなった。左手上方の朱肉を思

わせる赤の巨大な印，大首絵の如き構図，錦の文様

か大和文字を模したような背景および服装の，筆で

描かれた曲線文様，役者絵の隈取りの如き顔の影と

誇張，といった作画上の特徴のみならず，そもそも

マルセノレ・ランデールの髪形にも日本の影響がある。

この豊満な女優 (1863，.._，1927)は1893年頃からロー

トレックの注目する所となったが， 1895年にはエル

ヴェのオペレッタ“シルベリック"で大当りとなる。

画家は多くのクロッキーに彼女を描いているが，女

優の評価する所とならなかったのももっともと思わ

れる。なお，水彩のスケッチには背後の曲線文様は

ない。 (S.I.)

56. 

ディヴァン・ジャポネ 1892 

カラー・リトグラフ(ポスター) 79.5 x 59.5 cm 



ハーパート・ D.シシメル夫妻コレクション

Divan Japonais 1892 

Color lithograph (poster) 79.5 x 59.5 cm 
Signed in the stone 
Mr. and Mrs. Herbert D. Schimmel Collection 

Bibl: Delteil， no. 341; Adriani and Wittrock， no. 9 

「日本の長椅子」という，マルティール街にあった

長細い音楽喫茶庄は，その名の通り東洋風のしつら

えで，ウエイトレスは着物姿だった。ロートレック

は特にそのみすぼらしい雰囲気に感じ，それを清長

風の淡くしっとりした黄とオリープ・グリーンの譜

調に託し，石版画特有の情感豊かな平面的画面に仕

立てた。空間の広がりは， ドガをはじめとして彼ら

共有の，空間構成上の新しい語葉となっていた，日

本特有の斜めの平行線によって与えられ，その奥行

きを，突き出たコントラパスのヴオールトがさらに

強調する。さらに音楽評論家エドワール・デュジャ

ルダンと，中央を黒くシルエットで埋めるジャヌ・

アヴリルの二人の作る前景と，首のない，黒手袋か

らそれとわかるイヴェット・ギルベールの作る明る

く小さな後景との間の大小と明暗の対比。全てドガ

が日本から汲み取った教訓|ではあるが，その本来の

効果はロートレックが石版という媒体を用いた時，

始めて達成された。 (S.J.)

57. 

ジャルダン・ド・パリのジャヌ・アヴリル 1893 

カラー・リトグラフ(ポスター) 130x95cm 
ハーパート・ D.シンメル夫妻コレグション

Jane Avril au Jardin de Paris 1893 

Color lithograph (poster) 130 x 95 cm 
Signed and dated in the stone， lower center: T-

Lautrec 93 
Mr. and Mrs. Herbert D. Schimmel Collection 

Exh: Japonisme， no. 166 
Bibl: Deltail， no. 345， first state; Adriani and Witt-
rock， no. 11， second state; Weisberg， et al.， p. 109， repr.， 
no. 166 

画家はジャヌ・アヴリノレ(1868，，-，1943)に1890年に

出会ったが，本作品は彼女の舞台復帰をきっかけに

ジャルダン・ド・パリの広告として作られた。彼女

は画家の作品を高くかった唯一の女性。チェロの柄

を前景にシルエットで配するのは， ドガが広重の

「名所江戸百景J 等から得た空間表現の着想であっ

たにしろ，それをここまでみごとに構成して画面の

内にもう一つの額縁を設定してみせた例は，ロート

レックのこの作品を措いてない。これはポスター

という絵画の異端者による既製の「絵画l空間J の独

立性，絶対性に対する挑戦ですらある。この二重の

枠の中のジャヌの姿勢は彼女のおはこで，写真にも

撮られている。歯ブラシで絵の具を散らす手法も特

徴的である。斜めの床の線にも日本の影響が見られ

るが，平行ではなく不完全に収赦していて，画面全

体に独特な空間感覚を与え，見る者の目をジャヌに

引き付けて離さない。「広告J という目的に対する

心にくいまでの配慮である。 (S.I.)

58. 

アリスティード・ブリュアン 1893 

カラー・リトグラフ〈ポスター) 127 x 95.2 cm 
ハーパート・ D.シンメル夫妻コレクション

Aristide Bruant dans son cabaret 1893 

Color lithograph (poster) 127 x 95.2 cm 
Signed in the stone， lower left 
Mr. and Mrs. Herbert D. Schimmel Collection 

Exh: Japonisme， no. 167 
Bibl: Delteil， no. 348， first state; Adriani and Witt-
rock， no. 14， first state; Weisberg， et al.， pp. 64， 110， 
repr. no. 167 

アリスティード・プリュアン(1851，，-，1925)は作詞

家，寄席の即興詩人で，この作品には他に彼の名を，

黒地のマントをくり抜いて紙の地の白で浮き上がら

せたもの， r彼のキャバレーに於ける」の字がさら

につけ加わったもの等， 5種のステートがある。大

胆で単純な純色の色面の採用と，肉太の輪郭による

構成は，西欧の明暗表現とは無縁である。プリュア

ンの面構えは無駄のない適確な線描で掴え尽される。

こうした役者絵風の浮世絵版画の手法の利用により，

ロートレックの石版は油彩とは違った独自の輝きを

帯びる。近代ポスターの祖の一人が浮世絵版画にそ

の表現上の師をみいだした事は意味深い。なお，ほ

ぼ同角度から撮られたプリュアンの写真およびロー

トレックによる油彩があり，比較するとポスター化

の工夫の跡がよく解る。 (S.I.)

59. 

メイ・ベルフォール 1895 

カラー・リトグラフ(ポスター) 78.8x60cm 
ハーパート・ D.シンメル・コレクション

May Belfort 1895 

Color lithograph (poster) 78.8 x 60 cm 
Signed with monogram in stone 
Mr. and Mrs. Herbert D. Schimmel Collection 

Bibl: Delteil， no. 354， 2nd state; Adriani and Witt・

rock， no. 136 

メイ・ベルフォールはアイルランド出身の歌手。頚

廃的で性的にも世紀末的女だった。この作品は彼女

が「デカダン」で猫を抱き，成功を収めたその姿を
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描く。三種の刷りが知られる。油彩・グアッシュ並

用の習作もある。彼女の脚を隠す斜線は日本趣味の

常套手段。人物以外の極端な省略が効果的である。

背景の格子状の文様は障子を思わせる。一気に流れ

落ちる裾の線に固まれた，原色の赤の平らで単純だ

が目を射る色面と裳袖とからなる少女趣味の服装の

裏に，かえって彼女の隠された肉体と性とが生々し

く感じられ，童謡風だが意味あり気な歌を歌ったと

いう彼女の悪魔的なまでにコケティッシュな性格が

透けて見える。ロートレックには珍しく菊りなく，

かわいらしく描かれた顔や，手に抱かれた仔猫も，

実は，こうした逆説的な暗鳴を秘めているらしい。

そう思ってみると黒猫の眼は，異様であり，尾の描

く曲線はなまめかしい。 (S.I.)

60. 

メイ・ミ Jレトン 1895 

カラー・リトグラフ(ポスター) 78.5x59.7cm 
ハーパート・ D.シンメル夫妻コレクシ a ン

May Milton 1895 

Color lithograph (poster) 78.5 x 59.7 cm 
Signed with monogram and dated in the stone， lower 
left 
Mr. and Mrs. Herbert D. Schimmel Collection 

Bibl: Delteil， no. 356， second state; Adriani and 
Wittrock， no. 138， third state 

メイ・ミルトンはイギリスの踊り子で，ジャヌ・ア

ヴリル，メイ・ベルフォールとも交遊がある。本作

品は彼女の合衆国巡業のための制作。 1895年 8月3

日付「ル・リール」に掲載。油彩・グアッシュ並用

の習作あり。何の慎重さもみえない「メイ・ミルト

ン」の文字が，平らに描かれた彼女の姿とともに暗

色の背景から浮びあがる。極端に少ない線の流れと

うねりだけで表現された踊り子の姿は，その単純さ

ゆえにかえって，彼女の優美で軽やかな動きを伝え

る。例の如く斜線で示された床にはっきり見える彼

女の靴が，たっぷりとして風にでも吹きとばされそ

うな，一見たよりなげな衣の中にも， しかし彼女の

体がちゃんと存在していることを，実に効果的に印

象づける。墨絵を思わせる自由な線のたわむれの中

にも人体デッサンの背骨ははっきり一本通っている

のである。 (S.l.)

パンジャマン・ジャン・ピエール・アンリ・リヴィ

エール 1864-1951 
Benjamin Jean Pierre Henri Riviるre

パリの生まれ。 1880年代中頃には，若い詩人や芸術

家の溜り場であった音楽喫茶「シャ・ノワールJ に

167 

出入りし，そこで発行していた同名の雑誌と関係を

もつようになる。リヴィエールは，雑誌編集の助手

として，イラスト制作者のひとりとして，また喫茶

庖での影絵芝居の導入者として，シャ・ノワールの

芸術的雰囲気に大きな影響を及ぼした。彼は1889年

に色彩版画をはじめて手がけ，フランスにおける色

彩版画制作運動の創始者の一人となる。彼の最初の

色彩版画は， <<エッブェル塔の建築現場》と題する木

版で，技法やスタイルや主題の点で日本の影響を強

く受けている。これは，後にカラー・リトグラフ集

《エッフェル塔36景))となるものの前身とでもいう

べき一枚である。いくつかの理由でこのシリーズを

木版で制作を続けることができなかったが，しかし

1890年から 92年にかけて，彼は 6枚の木版画集

《海:波のエチュード》を，さらには 1890年から 94

年にかけては40枚の木版画集《プルターニュ風景》

を制作した。いずれも日本の影響が顕著である。彼

は木版画制作に際して日本的方法を採用し，つげの

木の代りに梨の木を用い，木目の上に図柄を彫るの

であった。 (T.O.)

61. 

エッフェル塔36景 1888-1902 

36枚のカラー・リトグラフ 21. 3 x 17. 1 cm 
ラトガ一大学美術コレクション

Trente-six vues de la Tour Eiffel 1888-1902 

Book comprised of 36 color lithographs by Henri 
Riviere， type design by Georges Auriol， published by 
Eugene Verneau 1902. 21.3 x 17.1 cm 
New Brunswick， Rutgers University Fine Arts 
Collection 

Exh: The C%r Revo/ution: C%r Lithography in 
France 1890-1900， Rutgers University Art Gallery， 
New Brunswick， et al.， 1978-79， no. 137 
Bibl: G. Toudouze， Henri Riviere: Peintre et lmagier， 
Paris， 1907， pp. 67-68; P. D. Cate， et al， The C%r 
Revo/ution: C%r Lithography in France 1890-19ω， 
Layton (Utah)， 1978， p. 9 

a. 建築中のエッフェル塔

La Tour en construction， vue du Trocadero 

b. 塔内

Dans la Tour 

カラー・リトグラフ集《エッフェノレ塔36景》は1902

年に出版されたが，このシリーズのための素描は

1888年から92年にかけて描かれている。 1889年のパ

リ万国博に際し，近代の科学技術を象徴するものと

して建てられたエッフェル塔の，建築から完成に至

る様々な段階が題材になっている。リヴィエールは，

次第に高さを増してゆくこの塔を見るにつれ，それ



Color lithograph 33.3 x 39.5 cm 
Zurich， Kunsthaus 

Bibl: Roger-Marx， no. 40 

モーリス・ドニ 1870-1943 

Maurice Denis 

中学以来ヴュイヤールの友。アカデミー・ジュリア

ンでボナール，ランソン，セリュジエに会う。セリ

ュジエがボン=タヴェンのゴーガンから伝えた教え

に従い，ナピ派を形成する一員となり，また理論，

作品両面で象徴主義運動に身を投じる。舞台装置や

室内装飾，さらにヴェルレーヌ，ジッドらの本の挿

絵をも手がけたが，中年以降はとりわけ宗教画に傾

く。ピュヴィス・ド・シャヴァンヌ，ゴーガンの賞

讃を出発点とするその著作は，Theories (1912)， 

Nouvelles Theories (1922)等にまとめられている。

一見して明らかな彼の日本からの感化も，著作での

沈黙と，それらの要素が彼以前の画家にも見られる

ものだとの理由から，とかく軽視されてきた。が実

際には70余点の浮世絵蒐集を持ち， Iiル・ジャポン・

アルティスティク」誌を切り抜き保管している。画

面に日本の影響の明確になるのは1891年以降で，木

の葉のアラベスク文様も， MAVDと縦書きの活字

体で綴る署名も，ゴーガン，ベルナーノレらポン=タ

ヴェンの画家を介する日本風である。輪郭による色

面構成にもクロワゾニスムの影は色濃いが，ゴーガ

ンの純色とは異なりニュアンスに富む。浮世絵の日

常的情景は彼の絵の中では，童話的伝説的雰囲気を

醸し出す舞台装置に変ぜられ，極度の装飾化とあい

まって， ドニの象徴的宇宙に同化されている。

91. 

ポール・ランソン夫人像 c.1882 

油彩・画布 89 x45 cm 

(S.I.) 

サン=ジェルマン=アン=レー，プリュール県立美術館

Portrait de Mme Paul Ranson c. 1882 
Oil on canvas 89 x 45 cm 
SigFled， lower left: MA VD (vertically) 
Saint-Germain-en-Laye， Musee Departemental du 
Prieure 

Prov: Donation of Dominique Denis 
Exh: Maurice Denis， Albi， no. 23; Maurice Denis， 

Orangerie des Tuileries， 1970; Maurice Denis， Mus白
Bourdelle， 1979 

掛け物を思わせる縦長のキャンパスに平面的で装飾

的な描線。ナピ派に特徴的なこの表現法の中にもと

りわけ日本の影響を言及されることの多い作品であ

る。日く装飾化された人物像，アラベスク文様，衣

服のひだや明確な縁どり等々。衣服のすその表現，

小さく尖った靴，猫と人物のとりあわせ等にボナー

ルやアンクタンの先行作品との類似性が指摘されて

いるが， ドニのこの作品では「お茶をひとつ」とで

も言いたげな広告的効果が色濃い。 (S.1.) 

92. 

ペロ=ギレック港のレガッタ c.1892 

油彩・画布 42x33.5cm 
サン=ジェルマン=アン=レー， ドミニク・ドニ・コレク
ション

Les Regates a Perros-Guirec c. 1892 
Oil on canvas 42 x 33.5 cm 
Signed， lower right: MA  VD (vertically) 
Saint-Germain-en-Laye， Dominique Denis Collection 

Exh: Maurice Denis: L'Inspiration et lesvisionsbretones， 
Musee de Pont-Aven， 1979 

見下ろすような高い視点とそれに応ず‘る高い水平線

の中で，流水紋か唐草を思わせる装飾的なアラベス

クで表現された背景一海ーの前に人物が前景として

大胆に重ねあわされる。純粋に浮世絵的なこの構図

をここまで装飾的にあっかう 19世紀の絵はドニを

おいて他にない。それは19世紀フランス絵画が浮世

絵から学んだものの総決算であると同時に， 20世紀

への展望を与えるものでもある。というのも個別的

な構成要素は全て既にドニ以前の画家たちがひとつ

ひとつとり入れた日本の影響にすぎないのに，それ

らのいわば二番煎じでしかない教訓|を画面にひとつ

に統合する構成法においては一一ここでは構図と装

飾性の結合においては一一ドニは先人のみならず浮

世絵よりも先の，他に例をみない地平をきりひらい

ているからである。 (S.I.)

93. 

黄昏の楳婦 c.1892 

油彩・画布 57.3 x69.5 cm 
サン=ジェルマン=アン=レー， ドミニク・ドニ・コレク
ション

Nu au crepuscule c. 1892 

Oil on canvas 57.3 x 69.5 cm 
Signed lower left:九lAV D (vertically) 
Saint-Germain-en・Laye，Dominique Denis Collection 

Prov: Galerie Druet， Paris 
Exh: Maurice Denis， Musee de l'Orangerie， Paris， 
1970， no. 90 (under the title: Nu de dos) 

94. 

川辺の女(ステンドグラスの下絵) 1894 

グアッシュ・紙 143x71cm 
サン=ジュルマン=アン=レー，プリュール県立美術館
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Femme au ruisseau (projet du vitrail) 1894 
Gouache on paper 143 x 71 cm 
Saint-Germain引 1・Laye，Musee Departemental du 
Prieure 

Prov: Donation of Dominique Denis 

輪郭の強調にせよ，平板な色面にせよ，ゴーガンの

クロワゾニスムに代表されるこの手法の確立を通し

て，フランスの画家たちは日本の教訓が自分たちを

ステンドグラスという祖国の美術の再認識へと導く

ものであることを悟った。この一種の外国体験を通

じた祖国回帰とでも言うべき現象は，宗教画の復興

に貢献したドニの場合，最も直哉な造形となってあ

らわれた。著しく縦長の枠組みはナピ派の愛用した

掛け物的版型であり，流れの描く弧線には日本の典

型的流水紋の跡があり，その流れはアール・ヌーボ

ーと合流する。遠近を上下の関数で表現する高視点

はナピ派の中ではとりわけドニの好んだ日本的手法

だが，前景の女性のやわらかく曲線的な姿勢は他に

《四月)) (油彩， 1891)やヴェルレーヌの r英知」の

ためのカット(1911)にも現われるモチーフである。

(s. 1.) 

95. 

扇 c.1896

水彩・紙 28 x31 cm 
サン=ジェルマン=アン=レー，プリュール県立美術館

Eventail c. 1896 

Watercolor on paper 28 x 31 cm 
Saint-Germain-en-Laye， Musee Departemental du 
Prieure 

扇面を画面に用いる手法はドガ，ピサロ，ゴーガン，

ヴュイヤーノレらも試みている。上部の扇の辺に沿っ

て情景を包み込むようにしなだれかかる木の枝と花，

前景の草原の上に戯れる，普通ショッソン夫人，ル

ローノレ夫人とみなされる女たち，その聞の最も横長

な部分にはるかに向う岸が見え，川をはさんだ前景

と後景の対比が，扇面の形状に助けられて空間の広

がりを効果的に表現する。前景の人物と後景の風景

の対比は浮世絵特有の空間表現法であるが，それを

巧みに扇面に生かしたのは， ドニの才能であろう。

装飾化された植物の表現，平面的な，線描に重きを

置く描写の自由な筆致に，日本的技法を完全に自家

薬籍中の物としたこの世代のゆとりさえ感じられる。

この扇はドニ夫人の所持品であった。 (s.1.) 

ジョルジュ・ド・フール 1868-1943 

Georges de Feure 

オランダの建築家の息子として生まれる。装飾家，
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画家，版画家，そして後にはパリのエコール・デ・

ポザールの教授にもなっている。 1890年にパリでジ

ューノレ・シェレに弟子入りし，以来芸術生活をおく

ることになる。 ド・フールは音楽喫茶シャ・ノワー

ノレの装飾を手がけ，様々な雑誌にイラストを描き，

数多くのポスターを制作している。またカラー・リ

トグラフや本の挿絵を描き，それらはアーノレ・ヌー

ヴォーの傑作に数えられている。同時に彼は画家で

あり，水彩画家でもあった。 1893年と94年のパラ十

字のサロンに出品し，同94年のソシエテ・ナシオナー

ルのサロンにも作品を送っている。 1894年には個展

を聞き，それには作家ポール・アダンが序文を寄せ

た。アダンはド・ブールのボードレール的発想を強

調しており，彼の作品に頻繁に現われるテーマは，

官能的で悪魔的な存在である女の悪意だという。彼

は19ω年の万国博の折，ガイヤールとコロンナとと

もにサミュエル・ピングのアール・ヌーヴォー館の

装飾をしたが， 1903年にはピングの庄でド・アール

の重要な展覧会が開かれている。その後彼は長らく

イギリスに滞在し， 1929年頃にフランスに戻った。

96. 

奈落へ 1894 

グアッシュ・紙 77x89.5 cm 
パリ，ロパート・ウォーヵー・コレクション

La Course a l'abIme 1894 

Gouache on paper 77 x 89.5 cm 
Signed， lower center: de Feure 
Paris， Robert Walker Collection 

Prov: Fernand RumとbeCollection 

(T.O.) 

Exb: Georges de Feure， 39 aquarelles， peintures， 
pastels， Galerie des Artistes Modernes， Paris， 1894; 
3eme Sa/on de la Rose+Croix， Paris， 1894， no. 31; Le 
Symbolisme en Europe， Museum Boymans-Van Be-
uningen， Rotterdom， Grand Palais， Paris， et al.， 1975-
1976， no. 27 
Bibl: A. Astre， Souvenir d'art er de litterature. Gustave 
GξFトoy，Louis Legrand， Georges de Feure， Achille 
Lallge， Paris， 1930， p. 47; P. Jullian， Les Symbolistes， 
Paris， 1973， pl. 45; Le Symbo/isme en ElIrope (exh. cat.)， 
Musum Boymans-van Beuningen， Rotterdam， 1975， 
p. 49， no. 27 repr. 

97. 

無題 c.1900 

グアッシュ・紙 54x42 cm 
パリ，ロパート・ウォーヵー・コレクション

Untitled c. 1900 

Gouache on paper 54 x 42 cm 
Signed， lower left: de Feure 



パリに於ける日本

エルネスト・シェノー

<< 1 )) 

ここ十年というもの，この町の大通りや街路，劇

場で，一日みるや，我々の目を驚かす風体の青年達

に出会わぬ日はなくなった註(1)。彼等は無造作にシ

ルクハットや，小さな丸いフェルトの帽子(この方

がよけし、ぞんざいに見えるが)を，黒く細く艶やか

で後ろを長く桃割れに分けた毛髪の上にのせ，ラシ

ャのフロックコートのボタンをちゃんと留め，明る

い灰色のズボンに，先のとがった靴を履いており，

くすんだ色のネクタイは，きちんとしたリンネルの

シャツの上に翻っている。もし仮にこのネクタイを

留める環状の装身具が過度に目立つていたり，ズボ

ンが足首で広がりすぎていたり，深い靴が輝きすぎ

ていたり，ステッキが軽すぎたり一一こういう微妙

な所で，自分の好みを商人におしつける代りに，商

人の好みに屈してしまう人間であることが暴露され

るものだが一一ーといったことがなければ，礼装であ

れ，軽装であれ，彼等をパリ人士と見間違えもする

ところだろう。アスフアルトの上ですれちがし、，彼

等をながめる。顔はわずかにプロンズがかっている。

ひげは薄い。薄墨のように肌の透けて見えるひげを

鼻の下や唇の下にたくわえているのもいるし，また

耳すれすれの所でとどめられた流行の鎧型の頬髭が

お好きなのもいる。口は幅広く，ギリシア喜劇の仮

面よろしく四角く聞くようにできている。頬骨は丸

味を帯び，卵型の顔から突き出ている。小さく，切

れ長だが黒く生き生きとして，するどい眼差しの目

は，その縁がこめかみの方につりあがっている。こ

れらが日本人だ。

1864年の，さらには1867年註(2)の万国博覧会以来，

年とともに数を増すこれらの青年達は，こうして気

楽にパリを往来するが，彼等が我々の習慣，道徳，

言語，アラビア数字に順応するその身のこなしのし

なやかさは驚嘆に値する。 1867年，西欧化を急務と

していた日本人の中には，早くも青黒い膝まである

胴着や，お椀の様な小さな半球状の帽子を投げ捨て

て珍妙なパリ風の《既製服》を身にまとっていた者

がいた。といって髪は相変らず束ねて頭のてっぺん

でねじり註(3)，その小さなねじり髪を帽子の中にま

とめていたし，その国ぶりに従って相変らず小さな

四角の紙で鼻をかみ，ヨーロッパの言葉は，といえ

ば片言の英語しか話さず，書きもの算術には筆で日

本の文字をしたためるばかりであった。今日では西

欧への同化はほぼ完了した。この民族に広く認めら

れるすぐれた適応力と，若者特有の飲み込みの良さ

とのお蔭で，同化は迅速に達成された。実際，パリ

にいる日本人は全て若者だということを記しておか

ねばならない。 1587年註(4)から 1854年(註5)し、ゃ

1859年詮(6)に至るまであれだけ長い間外国から閉

ざし続けていた門戸を我々に半ば開いた今，日本は，

否，進取の気性，行動，好奇心の民族は，進歩を求

めて西洋に押し寄せているの日本が我々に送ってよ

こす知性にあふれた世代は，我々の諸学を，産業を

学び，それを役立てている。日本の技術者の手で建

造された蒸汽機関の軍艦註(7)がはじめてマルセイ

ユに入港したと先日報じられたばかりだ。フランス

のように，公的な場でお高くとまるのが常で，お世

辞をいわれるのにも慣れっこになっている国からみ

ると異なことと映るかもしれないが，これはしかし

ひとつの交換貿易に他ならない。というのも日本は

我々から機械技術，軍事技術，諸学芸を借りたわけだ

が，我々は日本の装飾芸術をとり入れているからだ。

ほんの少しでも学者振りたいなら，こういう題目

でたいそうな論文を書くこともできるところだ:

「フランス芸術および工業における日本芸術の影響

について」。主要なもののみをあげるだけでも， 我

々のブロンズ産業，壁紙産業，製陶業において，か

なりのものであり，明らかでもあり，承認され，さ

らにはこれ見よがしに高らかに宣言さえされている

この日本の影響は，公衆の好評を得ている画家達乃

幾人かの才能の上にも，より潜在的でよりヴェール

に覆われてはいるが，同じように大きな効力を及ぼ

した。日本美術がパリに根づき，愛好者へ，社交界

人士へと伝わり，さらには工芸界で価値を認められ

るに至ったのも実は我らの画家達のお蔭なのである。

そのなかの一人，彼は極東から来た骨董品一一当時

シノワズリーの総称、乃下にすべて区別なく混同され

ていた一ーを商う庖をぶらついて，ル・アープルか

らの新しい荷の中に，肉筆や彩色版画にまざって単

一色の線描のひときわめだっクロッキーの画帳(ア

ルバム)数冊があるのを発見したのだ‘が，その画帳

は，美的な点からみても一一一彩色やデッサンからみ

ても一一シナの文物とは際立つた対照をなす特徴を

もっていたので、ある。それは1862年註(8)のことで

あった。幸運にもはじめてこれを手にし生気のな

いシナの混沌の中から生き生きとした日本の輝きを

見つけ出す慧眼を示したこの画家，それはパリじこ

みの粋な画家アルフレッド・ステヴァンス氏だった

ろうか，それともあのもう一人の現代生活の画家，

1863年の展覧会で審査委員会に拒絶された《白衣の

女》註(9)が落選展に展示されてまさしく大当りにな

った，あのホイッスラー氏であったか，我らがディ

アズ註(10)であったか，スペイン人フォノレチュニー

註(11)か，はたまた英国に帰化したアルフォンス・

ノレグロー氏註(1わであったろうか。アルフォンス・
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ルグロー氏でなかったとしても，それは今私のあげ

た内の誰かなのである。

熱狂は全てのアトリエを，導火線を伝う炎にも似

た速さで包んだ。人々は構図の意外さ，形状の巧み

さ，色調の豊かさ，彩やかな絵画効果の独創性とと

もに，それらの効果を得るために用いられた手段の

単純なことを賞讃して飽きることを知らなかった。

人々はずいぶんと高い値で全ての蒐集品を引きとっ

た。彩色のある例の刷り物は今日では大きなボロ市

でどこでも普通10サンチーム位でごまんと売りさば

かれているが，当時は 2フランから 4フラン， 5フ

ランもしていた。人々は新しい入荷にきき耳をたて

ていた。古い象牙，七宝焼，陶磁器，ブロンズ製品，

漆器，木彫，錦織，刺繍したサテン，画帳，版画帳，

おもちゃ，それらはもはや商人の小売庖にとどまる

暇もあらばこそ，かすめるようにして画家の仕事場

や文人の書斎に吸い込まれていった。こうして既に

久しい昔となったこの日から現在に至るまでの聞に，

かつてのルーヴルの絵画管理人ヴィヨ氏註(13)，画家

ではマネ，ジェイムズ・ティソ，ファンタン=ラニト

ウール註(14)，アノレフォンス・イルシュ註(15)， ドガ，

カロリュス・デュラン註(16)，モネ，版画家で、はブラ

ックモン， ジューノレ・ジャックマーノレ註(17)，さらに，

セーヴル手工業工場註(18)のド・ソロン氏註(19)，文筆

ではエドモン及びジュール・ド・ゴンクール設(20)，

シャンフルーリ註(21)，フィリップ・ビュルティ註(22)，

ゾラ，出版者シャルパンティエ設(23)，実業家パルベ

ディエンヌ註(24)，クリストーフル註(25)，プイエ註(26)，

ファリーズ註(幻)，旅行家ではチェルヌスキ註(28)，デ

ュレ註(29)，エミール・ギメ註(30)，F・レガメー註(31)

一ーといった人々の手元に美しい蒐集が急速に形成

されたのである。運動はこのように始まり，愛好者

が群れなしてこれに従った。

1867年の万国博覧会で日本はついに流行の先端に

立った。それからまもなく，画家と批評家の小さな

グループがセーブルで，ジヤングラール日本協会

註(32)という月例夕食会を創設した。そこでは箸で

食事をとることはせず註(33)，また協会の名が証し

するように，国産の、酒(saki)しか飲まなかった。ジ

ヤングラールというのは地方の地酒の一つにつけら

れた愛称であって，ザッカリー・アストリュクが

註(34)，すばらしい水彩画の挿絵入りのソネットで

《栄えあれ，神秘の国の酒!)>註(35)と賞讃したもの

である。各会員はソロン氏註(19)，(35)の手になる彩

色エッチング製の機知に富んだ会員証をうけとった。

ソロン氏は高雅な装飾家であって，彼がミレス註(19)

とサインした陶器はすべての現代陶器愛好家の間で

ひっぱりだこである。プラックモン氏は同じ頃，趣
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を解する製造業者のために，田舎風の絵付の珪理sぴ
き陶器製食卓セット註(36)をデザインした。むろん

この食卓セットも，会員証も，ソネットの挿絵も，

日本のスタイルを装っていたわけだが，これら最初

の日本美術愛好者達(ジャポニザン)は日本のスタ

イルを写し取るのではなくして，それをとても巧み

に，フランスの植物，動物の意匠に適応させたので

ある。この点は重要であるから先で再び触れる必要

がある。ジヤングラールのソネット註(35)の作者，ザ

ッカリー・アストリュク氏註(34)はあるときは詩人，

またあるときは画家であったり彫刻家であったりす

るのだが， 1866年に「エタンダーノレ」紙註(34)に掲

載された「日出づ‘る帝国」についての一連の記事を

通じて，ジャーナリズムの火つけ役になった。彼は

それ以前に既にー篇の日本の夢幻劇註(34)を鞄の中

にしのばせていて，とり出しては見せて多くの友達

に読まれ賞讃を得ていたのだが，その「娘の島」と

いう作品は上演されるには至っていない。先駆者達

の運命とはこんなものなのである。我々註(49)自身

も「コンスティテュショネル」紙註(49)に拠ってあと

につづいた。少し後には産業応用美術中央連合の講

演で，列席した芸術家，公衆に日本美術について語

ったこともある。アシェット書庖は矢継ぎ早に幾つ

もの日本旅行見聞録，さらには A.アンベール氏

註(37)の記念碑的著作をも出版した。それからという

もの， レガメ一氏註(31)はギメ氏註(30)の「日本散

歩』の全ページにわたってデッサン，クロッキーを

つけ加え，繊細なユモリスト，エルネスト・デノレヴ

ィリー氏註〈お)はその美しい日本風ファンタジー「美

しきさいなら」を上演し，またその作品をルメール

氏註(39)が東洋の造本に従って，プラックモン，ソロ

ン註(19)，またはレガメー註(31)のデザインによる黄色

の表紙に右から左に頁をつけた装丁で印刷させるこ

とにもなる。今度の冬にはオペラ座で日本舞踊 (un

ballet japonaiのがあると予告されている註(40)。こ

こしばらくのところ，婦人の服の季節の新柄は，決

まって日本女性の衣装に着想を得たものだったし，

今でもどこか日本風の所が残っている。我々は練兵

場(シャン・ド・マルス)にある日本展示場の出品

物が我々の蒐集家達の手でべらぼうな値をつけられ

てほんの数日で全て持ち去られてしまうのを目にし

た。これは流行というよりはむしろ熱狂であり狂気

である。

この狂気も，展示された文物の装飾の素晴らしさ

を見ればおおかた無理もないものであるのがうなず

ける。我々も従ってこの展示会場を歩き回ることに

しよう。



(( II )) 

トロカデロ註(41)の西洋坂の上で一一一そこには組

末な市が立っていて，ありとある東洋風の密輸品が

ざわめき，金切り声をあげており，そこに洋の東西

の野次馬たちの日が注がれる中で，次から次へと，

パリの小さな工場で作られた紛い物が積み重なって

いく。吐き気のする砂糖漬，品のない香水，模造宝

石といった今日では黒人の酋長でも嫌がるような代

物，銅製品は軍学校(エコール・ミリテール〉の作

業場註(41)で， ことさら隠しだてもせずフランス人

の手でプリントし，色を塗られてはイエナ橋の向う

側で甘草の汁に染った東洋人の手で売られているし，

どぎつい色の縞文様の布はサンティエ街で、買われた

もの，がま口の飾り紐はパティニョーノレの女たちが

機械で織ったものだし，イェルサレムみやげはノー

トルダム=ド=ナザルト製，十字架やロザリオはノf

リ郊外の産なのにレバノン産と称した西洋杉を彫っ

ては三日月の力にあやかつて展示する，といった次

第なのだが，そのかたわらの，こうしたトルコ人の

喧I操から何歩と隔たっていない所に，竹の柵で日出

づる帝国の三つの展示場の一つの為の囲いがしてあ

る。我々の入ろうとするここは農園だ。日本の農園

の模型である。

あのかしましい群衆はここには居ない。あたりは

ひっそりとしていて，とても居心地が良心広場の

騒音も，太鼓のとよもしも，弦をかき鳴らす響きも，

がなりたてるような叫びもない。彫刻された牡丹ゃ

いちはつの小枝が花を開いている太い木のつけ柱に

支えられた柵を通って中に入る。柵の扉の上に流れ

る二つの浮彫は金銀細工のように徹密に彫琢され，

すばらしい木彫の小さなおんどりとめんどりで破風

のように囲まれている。黙って注意深く， しかし注

意深いそぶりを見せぬまま，ほっそりとした美しい

形に鋳造された大判小判の金のうず高く大きな山が

できることを心に描いて微笑みながら，日を半ば閉

じ，ものにこだわるところのないこの場所の主たち

は，訪れる人の注意をことさら引きつけようとはし

ない。訪れる人の為に，彼らは，ここかしこに小さ

な折りたたみの椅子や竹の長椅子，彩色した紙張り

の大きな日傘を並べていて，そこにはおのずと蔭と

休息とが提供されている。このトロカデロの斜面の

上，登りで，砂地で，歩きづらく，寓話の文句では

ないが，全ての方向註(42)から陽の光に晒されたこの

道で，蔭と休息とに出会うのは誠に幸福なことなの

である。

ここには見るべき芸術作品はない。要するにほん

の最近，輸出業者がパリの市場におびただしく持ち

こんだ取るに足らぬ品物の域を出ない。しかしここ

から我々は，事実に即して実地に，装飾芸術作品の意

匠をつかみ取らねばならない。つまり自然界にある

形態がどんな特性を持つものであり，日本民族がど

んな趣味を持っているのかを掴まねばならない.一

体日本の芸術家は，我々が彼らのデッサンの一見気

まぐれな有様からのみ判断してとかくそう信じるほ

ど空想〈ファンタジー〉に身を任せてはいないのであ

る。あの線の爆発，あの長くうねる線，あの逝ったか

と思うと突然不意に後退する筆致，全くのでっちあ

げか，少なくとも気取りのように見えるあの歪み，

動植物のあれこれの器官を肥大させたり媛小にした

りするあの誇張ーーだがこの農園に集められたいく

つかの見本を見たからには，彼らの模範としている

のが現実には自然そのものに他ならないことも，も

はや明らかである。この事ははっきり記しておく価

値がある。日本民族の趣味について言えば，これは

既にその芸術が我々に示したのにも増して，芸術の

坪外においても確かめ得る。彼らの好みは，何より

もまず実際的で，直ちに役に立つことなのだが，彼

らは同時にその実用的な形を，創意に溢れ，楽しげ

で，人の目を驚かす機知に富み陽気な想像力でもっ

て直観的に飾りたてるのである。このかわいらしく

そして甘い庭! この庭をよちよち小股で散歩して

いると，全てのものの内に一一一栽培されている大麦

の株や，水田，青々とした竹のオアシスといったも

のの配置の中に，また納屋，井戸，そして鶏小屋の

建築の内に，子供の玩具の中に一一それらを通じて

共通なひとつの単純だが類まれな，精確で好奇心に

富んだ，勘どころを求めてやまぬ姿，ひとつの共通し

た，勤勉で，魅力的な天才，あの同じ心遣い，同じ

忍耐力，あの同じ，完壁さをめざす気遣いを見いだ

すのである。無論日本民族は時間を惜んだりはしな

い。彼らの念頭にあるのは結果がどうかということ

のみであり，卓越した結果を得ることしか彼らは望

んでいない。彼らの辞書に我々の言う「仕事をやっ

つけるJ (bacler)にあたる言葉があろうとは思われ

ない。もし日本民族が我々の古典語に親しんででも

いたならば，彼らはーーというのもその資格充分だ

からなのだが一一ラテン語の美しい格言一一Age

quod agis! やることはきちんとやれーーをちゃ

っかり横どりできることだろう。

西洋には完宝なものへの愛がない，と断ずるのは

正しくない。 しかし凶洋ではその愛はどちらかと言

えば数学的諸科学に依拠する諸芸術に於て発障され

る。少なくとも数学的知識の応用が今日我々に一番

大きな感動を与えるのもまさにここにおいて，つま

り橋や堤防を建造する画期的新機軸とか，とりわけ
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人聞が自然の力を支配下に収め， 7，K，風，火といっ

た元素(エレマン〉を手懐けるのを可能にした，あ

の工学的手段の賞賛すべき技術連関においてなので

ある。この点から見ると，日本はまだまだ初歩を片

言でやっていて，ょうやく我々の指導の下に入った

所だ。だがこと装飾芸術に関する限りは，全てにつ

いて我々は彼らの指導下に入り得るし，私が先に述

べた通り，既に入ってもいるのだ‘が，我々はそこか

らうまく糧を得てはいない。彼らの我々に与える教

訓|は極めて明快なのに，我々はその教訓を理解して

いない。ここで名前をあげつらって言うことはしな

いが，フランスの展示場で、我々の製造業者のもっと

も評判高い連中の展示品に目を通しても，彼らが進

歩の証として我々に展示してみせるものが， 日本美

術のあれほど貧しい模倣作品なのを見ると，ある種

の落胆を，それにある種の屈辱とさえ言ってよいよ

うなものを禁じ得ない。今から十年前，我々がフラン

ス工芸家に日本を学ぶように勧めた頃，我々は彼ら

が平板な模倣という轍に簡単に足を取られようとは

夢想だにしていなかったから，せいぜし、気休め程度

に，足を取られないように，と忠告していただけだ

ったが，彼らはそこにはまりこんでしまった。だが

一体どうやれば用心深くできたというのだろう。ひ

とつ，まず範とすべきを掲げるならば，プラックモ

ンの食卓セット註(36)は，ひとつのしっかり決ったス

タイルを知的に解釈することを通じて何を獲得し得

るかを示した完壁な模範の一つで、あった。この勇敢

な芸術家のしたことは単純明快，ただありふれた野

菜や家禽の中から，彼の装飾の意匠を選んできただ

けのことだ。日本の芸術家から彼の借りた全てのも

のはといえば，フランスの装飾の常とするのよりも

大柄なモチーフを自由に使いこなすこと，つまり，

中心から恋意的にずらして配置したり，マッスの均

衝やバランスを破ったり，私が不均衝(ディシメト

リー〉と呼んだものを徹底して使うこと，円の中のど

こか一点にーーというのもこれが皿だからだが一一

幾何学的な規格にあてはまらないやり方で，孤立し

た装飾を投げ入れること一一つまり花びら一枚，虫

一匹，時には大きなたらしこみ，野菜一束，家鴨，

七面鳥，ひき蛙とかを巧みに投げ入れるやり方だっ

た。プラックモンはまた日本人から彼ら一流の，濃

淡を用いる簡略な肉づけの方法を借りた。ー一一それ

はだまし絵(トロンプ・ローユ)の手法にたよらず

に，対象がどんなものであるかを表現する方法だ。

そしてさらに，誇張をあえて辞さずに形態の本質的

特性を強くえぐり出す彼らのデッサンの強調法。こ

れら全ては良質の独創性ある生き生きとした魅力を

持っていて，刺激的な芸術においては正当であり，
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論理的であり，知的でもあった。模倣などという，経

験にたよった怠惰に安住するあまり，芸術家の個性

を放棄するようなことは，なされていなかった。日

本に装飾芸術の一つの新しい原理がみいだされてい

たのであり，それはさらに展開され，我々の風俗，

習慣，自然環境に適応されることによって，自由に

応用されたのである。その教訓|は貴重なものだった

のだが，我が国の装飾家たちはそれに従おうとはし

なかった。彼らは日本芸術から何でもかんでも閥み

とってしまった。構図を，デッサンを，色彩を。彼

らはクロッキーのアルバムを繰っては，日本芸術を

複写し，そのモチーフを彼らのブロンズ製品や陶器

にもち込んだ。彼らは盲従するかのように，顔まで

も写し，いろいろの型や服装や姿勢やパレットの色

調を写し，七宝の底の網の目まで模倣した。そして

それらのコピー全てが手本にしているのは，その生

まれた国では既に久しく使い古されており，その後

復活してきたところのものなのである。

我々の進少はこうして外国の一つの定式の追従に

なり果てる。憐れなことだ。この逐語訳的再生産と

いう狭くるしい領域内で，我が国の製造業者たちが

せめて日本人たちと豪華さ，趣味の良さ，完壁さを

競いあってでもいたならば，一一仮にそうした所で，

陳腐な慰めにしかならないとはいえ一一少しは情状

酌量してもやれるだろうに。だが事実はそうでない，

といわざるを得ない。例にブロンズ製品を比較して

みよう。ここでは，もったいぶっているくせに貧相

な模造品は日本のものより規格化されていながらよ

り不細工である。つまり，より規格化されていると

いうのは，七宝の網の目について私が先に指摘した

ように，幾何学的にかっちりできているために，機

械特有の，感受性の欠如をあやまたず暴露している

ということだし，より不細工というのは，金属の上

に金属を象眼する細工が丁寧でなくて，周囲に渉ん

だ跡が残っているということだ。みすぼらしく，も

ったいぶっているというのも，いつも同じ比率の，

それもこの上なく悪質の合金を焼き入れしておいて，

その表面は磨き，輝かせ，エナメルを塗って新品に

みせているからだ。我々のブロンズ製品で日本の赤

銅註(43)，四分一註(44)の製品，これらの，ブロンズに

ここでは銀あそこでは金を混ぜて作られた賞讃すべ

き金属製品に匹敵するようなものにお目にかかるこ

とがあるだろうか。否。原料がふんだんにあるこの

領域でさえ，パリは京都に打ち負かされている。そ

れだから，テルノーのショール註(45)を，インドのシ

ョールと銘うって，作りつづけることにもなるわけ

だ! (原註 1)

(原註 1)重大な一点でこの比l校は欠陥を持つ。 ショー



ル産業ではテルノー製の布は本物のカシミアのショールの

十分のーの値段なのに対して，ブロンズ産業ではテルノー

製品は日本のものと同額だからである。

これ以上，用いられる原料の品質についてくどく

ど言いたてるのはやめよう。とはいえ，これは重要

な問題であるし，こと芸術作品に関しては，我が国

の製造業者たちがそう信じているように見受けるほ

ど軽々しく取り扱ってよい問題では実はないのだが

一一ーというのも，およそ人が完壁な美を望む限り，

それへの導きとなる要素をおろそかにして支障をき

たさないはずがなし、からである。だが模倣という隷

属状態にまだ囚れている時に，こんな成就完遂なぞ

といった考えを一体どうやって思い描くことができ

ょうか。人はむなしく我々にこう言うだろう，商業

利益を美的価値に優先させねばならなかったとか，

公衆の日本様式への熱狂に屈してしまったとか，製

造業者というものは世間の思潮を導くというよりは

むしろそれに支配されるものだと。もしいまだにそ

うだなどと言うとすれば，彼らは悪質な商人だとい

うことになってしまう所だ。というのも，実際に原

作の美術を目にすることになるこの博覧会の後でも，

愛好者たちがあいかわらず粗悪なコピーを買い蒐め

続けるなどとはー一一本質的に商才に長けていて，自

分たちの成功の生む利益を失なうような人種ではな

い日本人の性格を考えに入れればなおさら一一想像

もできないからである。

<<ill>> 

過去においてもまた現在も，我が国の製造業者た

ちは教訓にはこと欠かなかった。直接的ではないに

しろ，それらの教訓はそれでも充分雄弁なものだっ

た。ただそれらをあるがままに見て理解すればよか

ったはずなのだ。私は彼らにそれがどのような源を

もつのかを示し，また将来に向けて警戒の目を聞か

せたいと思う。

すべての芸術に於て，模倣はあやまたず、死への仲

介者となる。多くの流派を死に至らしめたのは模倣

である。多くの画家の中で，生き残り，後の世の人

の傍に列せられたのは，ただ作品に自分自身の個性

の情熱と激情とで生命を吹き込んだ画家たちだけで

ある。その証は満ち溢れるほどある。ケルン派の名

の下に，プリュージュのメムリンク流の素朴な手法

を，彼の天才を受け継ぐことなく継承したフランド

ル低地地方の絵画で，何が今に残っているだろう

か。何もありはしない。カルラッチのボローニャ派

はルネサンスの傑作にも匹敵する権威を楯に， 1世

紀以上にわたって折衷的な凡庸さを押しつけてきた

が，一体何を今に伝えているだろうか。何もない。

それらはあとは収蔵庫たる美術館に保存されている

が，感受性ある愛好者でその前に立ち止る者なぞ一

人とてない。ダヴィドの験尾に付したフランスの絵

画にしても，今に存続するものは何もないが，そこ

に欠けていたのは決して技術ではないのである。模

倣に対する物神崇拝がフランスの詩を二世紀近くの

間不毛なものにしたが，それが証しするのは，同様の

現象がそれとはもっとも異った製作領域でも繰り返

し発生しているということである。全ての模倣をこ

ととする人，票IJ窃家，知の軍隊における全ての落伍者

たちは，時の流れのうちに常に最後にはその欠点を

暴かれて，忘却の重いヴェーノレに覆われてしまうも

のだ。そして，天下の公道を占め，政府によって保

護され，名誉を賜わるものである絵画の場合には，

忘れ去られるのに何年かの時日，場合によっては百

年単位の期間を要するわけだが，装飾芸術は公衆に

依拠するものであるから，模倣に対する嫌悪が表明

されるのもこれよりはよほど早急である。投機とか

金儲けとかといった狭い見地に立ってみた所で，模

倣作品はすぐに損な取引になってしまう。独創性と

いう絶対の原理の上に立脚して構想されたのでない

全ての作品は，たしかに不意のこととて一時は人の

目をたぶらかし，喜ばせもするだろうが，流行に乗

って迎えられたかくの如き成功は，流行の束の間し

か続かないものである。

長崎から出島へという狭い道のみを通じて日本が

外の世界と交渉していたほんの数世紀の問，オラ

ンダ人たち，芸術家肌の国民は，模倣という誤ちに

陥ることはなかった。彼らにのみ知られていて，西

洋には知られていなかった日本という国民の驚くべ

き装飾品をはじめて見いだしたわけだから，その芸

術を借り受け，奪い取り，剰窃するのはこの上もな

く容易で，まさにその点で例外的なほどの好条件が

提供されていたわけだ。だが彼らは罪判窃などしなか

った。そこには慎しみを知っているまことの誠実さ

があったのであり，それが軽蔑では決してなかった

ことも，かつてのアムステルダムやハーグでの蒐集

家たちの情熱を知る者には，明らかなことである。

日本の装飾品の美的価値を否認するどころか，彼ら

はそれをとても良く理解していたがゆえに，そこか

らとても卒直に霊感を得たのである。そのことは今

日彼らオランダ人自らの手になる陶器の装飾に見る

ことができる。デルフト焼，それはいまだに陶器

愛好家を夢中にするだけのものを持っているが，そ

れもおそらく日本陶器に由来するものに他ならない
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のであり，ここでは日本の装飾がオランダ人一般の

噌好へと変換されている。かかる彼らの真撃さゆえ

に，彼らは日本装飾をたいそう重いものにした。彼

らは事を極端なまでに押し進めて，彼ら自身が提供

した装飾モチーフに沿って，日本で数限りない食器

セットを製造させ，こうして彼らはいわば私生児の

陶器を創造したわけだが，この私生児の陶器は例の

インドの織物一ーその見本はノリでカシミールの人

たち自身の手でデザインされ着色されているという

のに，まさに賛嘆すべき自惚れから，我々の工場が

カシミールの狭谷に売り込んでいる例の織物-ーに

も比べられる。この図々しいまでの無邪気きは，皮

肉混りの，声にはならぬ苦笑いを東洋の織物職に催

させるに違いないが， しかし，デルフト焼のような

自発的な翻案はそれとは違って，全く正当なもので

ある。装飾は日出づる帝国では乾いた薪木から登る

炎のような輝かしい軽やかさを装っていたのだが，

この低地の国(オランダ)では実際泥炭の炎のよう

な濃密さを宿したのである。だがそんなことはさし

て大切ではない。肝要なことは， 日本という縁もゆ

かりもないものを起源として生まれたこの形態の下

にも，オランダ芸術は，尚パタヴィア人種を誠実に

表現しているし，パタヴィア人種を性格づけてもい

る，つまり国民的であり続けている，ということで

ある。私はこれ以外の事を我が国の装飾芸術に求め

ようとは思わない。というのも，今は東洋の芸術の

誘さに全く我を失っているからだ。

私が先に名を記した，日本に熱狂的になった画家

の中で，少なくともしばらくの問，日本の影響を単

に愛好者としてにとどまらず，あえて言えば画家と

して蒙らなかったような画家は一人として居ない。

彼らの驚惇，彼らの賛美，彼らの歓喜はあまりにも

強烈で，あまりにも心を深く貫いたので，彼らはそ

こから逃れ得なかった。いや彼らはそれを拒もうと

すらしなかった。聡明にも，彼らは日本の影響があ

やまたず彼らの才能の上に及ぼすことになる活動を

いかに統御できるかを心得ていた。彼らはおのおの

日本の芸術の中で彼ら自身の天賦の才と最もよくヲl
きあう親和力を隠し持っている特質を自らのものに

した:アルフレッド・ステヴァンス氏は色調の，あ

る類まれな繊細さを;ジェイムズ・ティソ氏はその

美しい《テームズ川の舟遊び(タミーズ)))にみられ

るような構図の大胆きと奇抜さを;ホイッスラー氏

はその彩色の妙なるこまやかさを;マネ氏は，エド

ガー・アラン・ポーの r大穂」の為の彼のエッチン

グ註(46)挿絵に見られるような墨跡の奔放さと興趣

っきぬ形態の妙味を;モネ氏は全体の印象を優先し

て細部を簡潔に削除する術を;アストリュク氏
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誌(34)は水彩』こおける前景の巧妙な即興味を;ドガ

氏は，カフェ・コンセールの陛目すべき情畏にみら

れる，その群像の写実的(レアリスト)な椅想(フ

ァンタジー〉と，照明の処理の独創的な効果を;ミ

ケッティ氏註(47)は，モノクロームの地の上にその女

性像の輪郭を優美に浮び上らせる術を;そして彼ら

全て今までより多くの光を。そして彼らは全てそこ

に，自然を見，感じ，理解し，解釈する彼らそれぞ

れの個人的なやり方についてのひとつの霊感という

よりもむしろひとつの確証を見いだしたのである。

ここから生まれたのは個人のおそるべき独創性でこ

そあれ，日本芸術への卑怯な服従で、はなかった。こ

れこそ私が喜んで指摘したい事例なのである。なぜ

なら彼らは，ほんの少し知恵を働かせれば我が国の

芸術家や装飾家，製造業者たちが外国の芸術や我々

自身の過去の芸術の啓示から引き出し用い得るであ

ろう利点の何たるかを，首尾よく証言してくれてい

るからである。

あまたある事実の中からひとつの事を指摘するの

に，我が国の教会の画家，ガラス工，装飾家たちが

縛りつづけられている旧態依然たる仕事を挙げねば

ならぬのはとりわけ嘆かわしいことではあるまいか。

一人の例外もなく，彼らは13世紀から14世紀の旧い

様式の常なる再生産の内で活力を失っていて，そこ

から脱しようというほんの些細な試みさえ行なおう

とはしないυ彼らの一人，一級の技術師で世界にあま

ねくステンドグラスを入れた，シャルトルのローラ

ン氏註(48)に掛け合って，彼にフランス・ガラス職人

全体を包んでいるこの無気力はどうしたわけかと尋

ねると，彼はその責任を教区建築士たちのせいにす

る。彼らがこの様式のステンドグラスを課するのだ，

と。ここでまた，建築士たちがもっぱらかつてのモ

ニュメントにおける，建築とステンドグラスとの問

の様式の一致にのみ厳格な態度でこだわるのならば，

その厳格さがここでは余りに行きすぎているとはい

え，これに反論するわけには行かないところだ。と

いうのも，スタイルの統一性は，世界の中でも全く類

稀れに，我々の先祖たちが建てるのに何世紀もかけ，

各世紀がそのおのおのの芸術の際立つた刻印を残し

てきたこれらの古いカテドラルに存しているものだ

からである。だが現実には，昨日建てて今日にも工

事を終ろうという全く新品の教会の為に，あろうこ

とか建築士たちは，さまにならぬ姿で、やつれ，聞の

抜けた顔をして，つま先立ちで，みにくく，ぎこち

ない動作をした人物を描く中世のステンドグラスを

注文しているのである。これらの人物像がわが国の

古いステンドグラスのような素朴な作品の中で偉大

な性格を持つことを否定する気なぞ毛頭ないのであ



るが，同時に現代の建築家の作品の中では，かくの

如き強要は奇異(バロック)であると同時に非難さ

るべき，自惚れもはなはだしいJ愚行に他ならないと

考える。同じ理由で我が国の宗教画家が，ジォット

ーはより人間的だがそれ自体デカダンでしかなし、か

ら，という訳でチマプエ風にやってくれと頼まれて

礼拝堂を装飾することになるなどというのも，ばか

げた話である。そんなわけで一つの妙な事態がおこ

っており，ガラス職人を困惑させている。それは，

公衆が博覧会の初日から既にイギリスのステンドグ

ラスにすっかり参っていることだ。英国の製造物は

我が国のものと比較になる代物ではない。英国のも

のは，その製造過程ゆえに，強い色調とか濃い彩色

が得られず，そのため，そうした強さを必要とする

大きな作品を形造るには至り得ないのである。英国

のものは，巧みに作りあげられた一枚のガラスの切

子面がてんでに燦くようにしてあるので，色調が急

変し，それゆえ引き立ってみえるけれども，素朴で

純粋な色調を得るのに必要な何度にもわたる焼き入

れを経れば，その輝かしく，猫の日のように燦く性

質を失ってしまうに相違ない，そんな一種の単彩に

とどまっているにすぎない。だが人々はこのステン

ドグラスによって安易に得られた調和や，さらには，

我がフランスのガラス職人が束縛されているような

古いスタイルへの絶対服従から英国人が解放されて

いるのを見て，その魅力に抗することができなかっ

た。英国人はステンドグラス製造にかけては我々よ

りずいぶん劣っているのだが，より芸術家であるよ

うに見えたわけだ。これは偉大な陶芸家で，おおっ

ぴらに日本から着想を得ていながら，それでいて何

ら跨賭することなく模倣から脱する術を知っている

者なぞ一人とて見いだせない我がフランス工芸界へ

の一つの新たな教訓である。

訳註 (( 1 >> 

註(1)徳川幕府遣欧使節は全六回におよぶ。 1860(万延元年〉

親見豊前守正興の一行。 62年(文久 2年)竹内下野守

保徳の一行， 64年(元治元年〉池田筑後守長発一行，

65年(慶応元年)柴田剛中一行， 66年(慶応 2年〉小

出大和守秀実の一行， 67年(慶応 3年〉民部公子徳川

昭武一行。そのほとんどがノfリを訪れている。他雄藩

も使節を送っている。明治以降， 71 年~73年(明治 4

年~6 年)にわたる新政府使節以降パリに日本人がま

すます増加したのは言うまでもない。

註(2)1867年(慶応 3年)幕府はパリ万国博覧会に将軍慶喜

の名代，民部公子徳川昭武一行を部遣しており，また

薩摩藩，肥前藩が幕府とは別に参加している。高橋邦

太郎『花のパリへ少年使節.JI(三修社， 1979)等参照。

註(3)ちなみに断髪令は1871年(明治 4年)0 72年には公式

行事の礼服に洋服帽子・靴の着用を決定。

註(4)1587年(天正15年)，秀吉の九州平定，キリスト教禁

令の年。

註(5)1854年(安政元年)， 日米和親条約(神奈川条約)に

つづき日英・日露和親条約締結の年。

註(6)1859年(安政6年)，日米修好通商条約調印につづき，

蘭，英，露，仏とも修好通商条約を結ぶ。

註(7)コルヴェット艦「清輝」。フランス人技術ヴェルニー

の設計で日本で建造。全長 192(0，全幅 30(0，200 
馬力。 11.5ノット o 15サンチ砲。

註(8)ワイズパーグ論文参照。

註(9)ホイスラー《白衣の女》

「白のシンフォニー第一」は62年のロイヤル・アカデ

ミー展で，また63年のサロンでそれぞれ拒絶されたが

落選者展で大当たりとなった。ただしこの作品にはと

りわけ日本趣味を感じさせる小道只は用いられていな

し、。

普通日本趣味との関係で言及されるのは同シリーズ

「第二J (I864年)であり， ここでは第一作と同じモ

デル， ジョアンナに団扇を持たせ，中国風のデルフト

焼きを置き，前景にはユリの枝がのぞき，モデルは左

手に寄せられ背面がl画面で一部切断される等の，日本

に発想、源を持つと考えられる意匠に富む。

註帥Diazde la Pena (1808-1878)。ボルドーの生まれ，

マントンで没，両親はスペイン人，フランス国籍。油

絵およびリトグラフを制作。 1830年パリに出， 1831年

サロン初出品。ドラクロワに傾倒。後，テオドール・

ルソーに出会いパルピソン派に入り，フォンテーヌブ

ローの森の木々，光のたわむれを筆致豊かに描く。

註Ul)Fortuny，Y. Carbo (1838-1874)。スペイン人，ロー

マで没。パロセロナで絵を学び， 1866年頃パリに出る。

メソニエらと交流。メソニエが写したゴヤのエスキス

の如し，とはテオフィール・ゴーチエの評。

註(l2)Legros，Alphonse (1837-1911)。ディジョン生まれ，

ロンドン近郊に没。英国に帰化。画家司彫刻.版画家。

1851年パリに出， 59年第一回落選展に出品。パリでの

不如意にホイッスラーの招きあり渡英。 1878年ユニヴ

ァシティ・カレッジ教授に迎えられる。ボードレール

が高く評して日く「スペインの品も堅固な構図を思わ

せる」。

註MViIlot，Frederic (1805-1876)0 1848年，ルーヴル美

術館油絵部門コンセルパトウールになる。ルーヴルの

油絵カタログ編集に携わり，Notice des tableaux 

expos白 dansles gal/eries du Musee National du 

Louvre (Paris 1853)を著す。東洋風の服装をした友

人ドラクロワの肖像を残す。初期の日本美術品蒐集家

の一人。

註(HlFantin-la-Tour (1836-1904)。グルノープル生まれ，

ピユレで没。フランス人，油絵の他パステル， リトグ
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ラフを制作する。クールベに師事。印象派との交流は

深いが影響は汚い。ボードレール，ランポー， ドラク

ロワ，マネ，モネ，ルノワール，、ノラ，ホイッスラー

らの肖像を残す。カフェ・ゲルボアの常連の一人。落

選展にも加わる。とりわけ静物画が評判であったe ジ

ヤングラール日本協会にも参加。

註(1$AlphonseHirsch (1843-1884)。パリで生まれ，パリ

で没。肖像画，風俗画家。ポナの弟子。 69年より 82年

までサロンに出品。ジヤングラール協会の一員。ピュ

ルティには劣るも，日本文物の蒐集を持ち， ドガらの

利用に供される。 1883年の日本美術以にその一部を出

口
口口。

註(1$CarolusDuran (1837-1917)。リールの生まれ，パリ

で没。フランス人。歴史画，風景画，彫刻家。 1853年

パリに出，アカデミー・シュイスに学ぶ。ローマに遊

学。肖像画で名声を得る。メソニエ， ピュヴィス・ド・

シャヴァンヌとともに国立美術協会 (SocieteNatio-

nale des Beanx-Arts)を創立。 1898年には岡会会長

に就任。 1905年，ローマの Ecolefrancaiseの主事。

註(17)JulesJacquemart (1837-1880)。生没ともパリ。水彩

画・版画家。アルベール・ジャックマールの子で弟子。

挿絵エッチングに人気があった。終生「ガゼット・デ・

ポザールJ (Gazette des Beaux-Arts)誌の編集に協

力。水彩家協会 (Societedes aquarellistes)創立。

註側Manufacturenationale de Sevreo 1756年，ヴァン

センヌの国立陶磁器手工業場がセーヴルの地に移され，

ポンパドウール夫人の監督の下に操業開始。大革命時，

国民公会によって国立子工業場に改組。 1824年にセー

ヴル陶磁器美術館 (museenational de ceramique de 

Sevre)がプロニアールによって設立された。

註(19)Solon，Marc Louis Emanuel (1835-1913)。フラン

スの陶芸家，絵付，陶器デザインの他，水彩を残す。

蒐集家，文筆家。“Miles"のサインを入れた自作陶器

が評判となる。セーヴル千工業場で製作に従事。ジヤ

ングラール日本協会会員(ワイズノ〈ーグ論文参照)0

註~~de Goncourt， Edmond (1822-1896)。ナンシーの生

まれ， シャンピニーで没。 Jules(1830ー1870)はノfリ

で生まれ，同地で没。歴史家，文筆家，作家として有

名。日本芸術の紹介に貢献。日本人美術商林忠正の助

力を得て円ヒ斎.J(1893)， 11青楼の画家歌麿J(1891) 

を著す。「芸術家の家J(1881)の中の「極東の美術の

問Jr階段附近」の二章に日本美術小史を開陳。西国

寺公望とも交遊あり。「日記」は当時の「日本趣味」

の流行を知る上でも貴重。自然主義のl塙矢として自ら

誇るがこの運動とは一線を画す。

註ωChampfl.eury，Jules Husson，通称、 Fleury(1821-

1889)。フランス人， ボードレール， クールベ， ナダ

ールらと交友あり。ダゲレオタイプ写真術に刺激され

た，写実主義小説家。ユーゴーに称賛された。クール

ベ， ドーミエを掩護。 17世紀写実絵画を研究。セーヴ

ルの陶磁器博物館のコンセルパトウールになり，同地

で没。北斎について言及があり，北斎のカットを入れ
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た彼のi"dl前.Jl(1869年)と題する本の広告ポスターが

マネの石版両《猫のあいびき》で，これは日本趣味の

濃い作品とされている.

註ωPhilippeBurty (1830ー1890)。フランスの美術批評家，

自らも描き，特にエッチング革新に功あり。多くの雑

誌で美術批評を展開。 1881年以降美術視察官。ゴンク

ールの友人。ゴンスと並んで日本美術紹介に功あり.

「産業芸術の傑作.Jl(Chがd'auvre des Arts industrie-

ls， 1866)， 11古今の七宝細工.Jl(Les Emaux cloisonnes 

ancients et modernes， 1868)で北斎に言及。他に「ヴ

ジェーヌ・ドラクロワの手紙.Jl(1878)等の著作あり.

蒐集品は没年の翌年競売に付され，ピングが売立目録

を作成(ワイズパーグ論文参照).

註(23)Charpentier，Gervais (1805-1871)。パリで生没。フ

ランスの山版業者。ゾラ，ゴンクールらを援助。夫人

をルノワールが描いているが，彼女のサロンにはその

他，ガンベッタ， ドーデ，ゴーチエ，フロベール，ユ

イスマンスらが集う。

註倒Barbedienne，Ferdinand (1810-1892)。フランスの

事業家。減速器の発明者。またアシル・コラスととも

に古今の多くの青銅像を槻製。

註伺Christofl.e司 Charles(1805-1863)。またはその親族か.

フランスの実業家， 1841年，フランスに英国流のボル

タ電池利用の金銀鍍金技術を導入。

註側Bouilhet，Henri (1830ー1910)。フランスの金銀細工

商。ボール・クリストーフルと協力し，金銀細工産業

の産業革命に貢献。自らも手工業技師で，七宝焼きの

刷新，金銀象眼の電気利用等を実現。装飾美術中央協

会 (L'unioncentrale des arts decoratifs， 1884)の創

立者の一人。同協会と装飾美術館との合併に尽力.

註(27)Falize，Lucien (1842-1897)。またはその父 Alexis

(1811ー1898)。七宝焼きに日本の技法を導入して改良

に努めた。多くの作品がある。彼の息子 Andreらもそ

の後を継いだ。 1878年の万博の七宝・宝石部門に関す

る報告書あり。「芸術的見地から見た植物.Jl(la Plante-

au point de vue artistique， 1890)他の著作あり.

註側Cernuschi，Enrico (1821-1896)。 ミラノの生まれ，

マントンで没。フランスの金融家。 1848年，イタリア

で革命に参加。後，フランスに逃れる。パリ銀行総裁。

極東旅行の蒐集品をパリ市に寄贈。今日のチェルヌス

キ美術館となる o r目黒の大仏J(h. 4.50m)もその蒐

集品。

註仰~Duret， Theodore， (1838-1927)。 パリで没。プラン

スの美術批評家。 1864年パリに居を構え，共和主義系

日刊紙「トリビューヌ」発行。 1874年チェルヌスキと

ともにアジアを旅行。同年「日本旅行.J(Voyage an 

Japon)刊行。『日本美術.Jl(/'art japonais， 1882) 2巻

本， r~ヒ斎J (“Hokusai" in Gazette des Beaux Arts 

XXVI， 1882)， r日本美術J (“L'art japonais" in 

Critique d' avant garde， 1885)他日本関係の業績多

し。ルノワール，ヴァン・ゴッホ他印象主義の画家，

歴史に関する著作多し.



註C30)EmileGuimet， (1836-1918)。リヨンの生まれ。フラ

ンスの実業家，学者。日本， シナ， インドの美術品蒐

集で知られる。 1878年蒐集品により，リヨンに美術館

創設， 84年国家に寄贈し，同館長となる(現在はパリ)。

作詞作曲家，オラトリオ，オペラを残す。 rエジプト

に於るプルタルコス.，I]1f'ローマのイシス神」他著作あ

り。『ボンジュールかながわ.，1](青木啓輔訳，有隣堂〉

は PromenadesJaponaise (1876)の訳，続篇 Pro・

menades japonaise Tokio・Nikko(1880)0 1884年レ

ガメーとともに，サン・シモン・サークルで“leThe-

atre au Japon"なる講演を行なう。

註ωFelixRegamey， (1844-1907)。フランスの肖像， }Jd， 

俗画家，風刺画を「イラストレイティド・ロンドン・

ニューズ」他，多くの新聞雑誌に描き，カリカチュアリ

ストとして名を成す。装飾芸術学校，建築学校の教授。

1873年より英，米， 日本 (1876-77)，中国，インドを

旅行。日本旅行の際はエミール・ギメに同伴し，イラ

スト，写生を行なう。作品集， If'日本散歩.，1] (Prome-

nades J aponaises)。その後再来日し日本人画家を指導。

L' art Japon， La Fantastique Japonaiseの著あり。

註ωLaSociete japonaise du jinglar.ワイズパーグ論文

参照。

註帥原文は (<L'onn'y mangeait pas avec des batonnets 

…>>。誤植とし， <<pas)>を <<qu'>>に置き換える説も

あるが，本文を尊重してそこから同協会の性格付けを

試みる学者もある〈例えば Jean幽PaulBouillon，“A 

gauche: note sur la societe du Jing-lar et sa signi-

fication" in Gazette des Beaux-Arts， 1978年3月

pp.l07-118，は酸っぱいブドウ酒樽を飲みほす(gin-

glariser)為のこの会合の，日本狂いに対して斜にかま

えた態度の表われをここに読みとる。〉

註C34)ZacharieAstruc (1835-1907)。アンジェの生まれ，

パリで没。フランスの彫刻家，詩人，美術批評家。マ

ネ，パルザック， ドラクロワ，コロー，ユーゴー，デ

ュマの胸像を残す。マネ，ピサロらと交わる。 1866年

から68年にかけて， If'エタンダール』紙に日本に関す

る記事を掲載， 68年 5月26日付「我々の中の日本J

(“le Japon chez nous")が確認されている他，目下

研究進みつつあり。 <<unefeerie japonaisのとある

が， 日本を題材としたものといわれる。ワイズパーグ

論文参照。

註伺正確にはワイズパーク論文参照のこと。但し Boui-

llonはソネットにソロンが関与したとする意見に首肯

しない(同上論文〉。会員証についても Bouillonは

ソロンではなくブラックモンの手になるとしている。

作品解説参照。本文1866年とあるのは誤り。

註帥プラックモンの食卓セット，ワイズノfーグ論文及び作

品解説参照。

註帥AimeHumbert (1819ー1893)。スイスの人。外交官と

して1863-64年日本訪問。 Letour du monde中に

“Le Japon" として旅行記掲載。ついで LeJapon 

illustre， 2 Vols. (1870) (If'アンベール幕末日本図絵」

高橋邦太郎訳，雄松堂，上下二巻， 1970)を刊行(英

語版 Japanand Japanese， London， 1874)。江戸，

鎌倉，京都，横浜の詳細な見開がエッチング挿絵多数

とともに綴られる。帰国後，教職に復す。普仏戦争の

際は，外交交渉，救援活動に従事す。

註倒Ernestd'Hervilly (1839-1911)。諮誰なジャーナリス

トとして知られる。 r美しきさいなら.，1](La belle SaI-

nara)は日本を題材とした一幕ものの戯曲で， 1873年

に出版業者シャルパンティエ註(30)の部内のソワレで

上演された。

註倒Lemerre，Alphonse (1838-1912)。カニジで生まれ，

パリで没。 1866年より出版業を営む。

註同不詳。参考ーまでに， 1876年には kosiki(IF古事記.，I]?)

に取材した喜劇のオペラが上演されており， 1879年に

はオペラ座で yedda(不詳〉という日本のバレー(le

ballet japonais)が踊られた記録あり。本件はこの後

者を指すものかと思われる。

<< 11 )> 

註帥以下は1878年(明治11年)のパリ万国博日本展会場の

描写である。明治政府は今回は日本の農家を出展する

計画をたて，博覧会副総裁前田正名は日本から二名の

植木屋を作い，造園器具を携えてパリに行った。ゴン

クールも同年 5月2日に訪れていて，日記に「博覧会

に行く。 トロカデローに立てられた日本の農園は本当

に美しい。この家は小さく都びている。周囲には竹の

垣根をめぐらい門には柔い木をくりぬいた大輸の花

を飾り，花押のように曲りくねった校ぶりの小さな木

が植えである。日傘が並んでいて，その蔭には極く小

さな烏が動いている。白木の物置には精出に木目がj手

んでいる。田舎屋にもこれだけの趣味と装飾芸術とが

溢れているのだJ(後藤末雄訳〉と記している。

万国博の会場は， トロカデロの広場から，シャイヨ

一宮， トロカデロ庭園，というセーヌ右岸から，さら

にイエナ橋を渡って正面にあたるセーヌ左岸の練兵場

〈シャシ・ド・マルス〉に広がっており，その先に軍

学校がある。 1889年の万国博でこの地にエッフェル塔

が立つこととなる。サンティエ街はセーヌ右岸，ルー

ヴルと北駅との中間あたりで，庶民的というか「場末」

の地。パティニョールはパリ近郊でサン・ラザール駅

の北， ，カフェ・ゲルボア」の所在地。ノートルダム・

ド・ナザルトはサンティエ街と共和国広場を結ぶ位置

にある通り。これら三っとも「舶来高級品」を裏切る

「低俗な」響きを，左岸に住む「高級」な文士に与え

るには充分なものであること言うまでもない。

註帥ラ・フォンテーヌの寓話，“leCouche et le mouche" 

(，乗合馬車とハエJ，または「おせっかいJ)の冒頭ニ

行の引用，寓話は <<Dansun chemin montant， sab・

lonneux， malaisejEt de tous les cotes au soleil 

exposes...…》と始まる，フランスの児童の暗記もの。

註帥赤銅(しゃくどう)。銅に金 2~8 パーセント，銀 1 パ
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一セントを加えた日本特有の合金。これに円磐，緑青，

硫酸銅等を混ぜ，煮沸すると紫黒色となる。烏金(う

きん〕とも言う。

註側四分一(しぶいち)。銅3に銀1を混じた日本固有の合

金。緑青，硫酸銅と混ぜて暗褐色の光沢を生じる。鵬

銀(おぼろぎん)とも称す。

註岡本文ではTerneauxと綴っているが一般には Ternaux

と綴る。インド・カシミール原産の山羊の毛織を模倣

した textilecachimireの生産で有名。男爵ギヨーム-

Il，-イ・テルノー(1763-1833)により創業。

<< 111 >> 

註同EdgarAllan Poe (1809-1849)。ポストンに生れ，パ

ルティモアで没。アメリカの詩人，批評家。怪奇小説

の雄にして推理小説の祖。ボードレール，マラルメら

に多大の影響を与え，詩人たち自らがその作品を翻訳

した。マラルメ訳の「大精」にマネが 6枚の石版画を

付す(本文に腐蝕銅版画とあるのは誤り )0 1875年出

版。シェノーが本文で正当に指摘するように，石版画

に筆を用いた早期の例であり，墨絵をも意識したもの

と思われる。

註.制Michetti，Francesco Paolo 0851-1929)か ? イタ

リアの歴史画家，版画家。モレルリの弟子。ナポリの

アカデミーで学ぶ。パリのサロンにも度々出品してい

る。 19世紀のイタリア画家で特に秀でた一人とされる。

註側Lorinde Chartres未詳。

註同後記参J!(!。

訳者後記

本文は， Ernest Chesneau，“Le Japon a Paris，" in 

Gazette des Beaux-Arts， septembre 1878， pp. 385・

97， et novembre 1878， pp. 841-56，のうち前半， 9 

月号 385-97頁のみを訳出したものである。本論文

は日本趣味研究上基本的な文献とされる。

シェノー(シェスノーと呼ぶか?)は1833年ルー

アンに生まれ， 1890年パリに没す。 1870年ルーヴル

美術館退職。 rコンスティテュショネル」紙 leCOIl-

stitutionnel (ナポレオン百日天下の下 /'Independ，αIlt
として創flj，王政復古期に leConstitutionne/の名称、

を用い始める。 1914年廃刊)の編集長も勤め，同紙

を中心に広く美術批評を展開。ピュノレティと並ん

で「産業応用美術中央連合JJ'union centraJe des 

beaux-arts appJiques a J'industrie (1864年創設，後

の「装飾美術中央連合J l'union centrale des arts 

decoratifs)の有力な会員であり，本文でも触れてい

るように， 1869年2月19日，同会で「日本美術」

(“J'Art japonais")と題する講演を行っている。そ

れより早く，日本初出品の1867年万博の翌年， [j"芸

術家国際競技JJ(lesNations Riva/es dans l'Art， Paris， 
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1868)において日本美術に一章を割き，北斎のアル

バムを論じている。 ドラクロワ，ジェリコーを擁護

し，ダヴィッド，アングルを攻撃する立場だが，形

骸化し，模倣をこととするアカデミスムに論鋒を向

けたことは本文からも窺われる。 /esChefs d'Eco/e 

(1860)， I'Arf pendant la Revolution， Peintres et sta-
tuaires romantiques (1880)， I'Oeuvre complet d'Eu-

gene De/acroix (1885)等の著作の他，多くの画家

の伝記を残している。(稲賀繁美 訳・校註)




